
開催協議会名 令和５年第２回雲南警察署協議会

開 催 日 時 令和５年６月20日（火）午後２時から午後４時まで

藤田公安委員

出 席 者 協議会委員 ９人（梶谷会長、内田副会長、糸原委員、村尾委員、

細木委員、若林委員、福間委員、木村委員、田中委員）

警 察 署 12人（署長、副署長、各課・交番所長）

会議・協議 署長からの 説明概要 １ 令和４年中の犯罪情勢と対策及び特殊詐欺

諮 問 被害防止の取組

２ 令和４年中の交通事故情勢と対策

３ 災害情勢と対策

答申(意見等) １ ギミックポスターはインパクトがあり詐欺

防止に有効、テレビ番組で放映され知名度が

高いので更に活用してほしい。

２ 高校生（美術部、書道部員）が災害防止の

ポスターを作成した取組は、地域の後継者に

スポットを当てた有意義なこと、高校卒の警

察官募集にも活用してはどうか。

委員からの １ 自転車ヘルメットについて

意見・提言 ⑴ 法で努力義務とされたが雲南警察署としての啓発

活動等にどのように取組むのか。

【回答】

自転車マナーアップモデル校（県立三刀屋高等学校）

を指定し、他校の模範となるよう生徒一人一人が正し

い自転車の運転を実践するよう働きかけているところ。

また、小中学校における各種交通安全教室や高齢者

対象の健康推進企画での高齢者教室において、ヘルメ

ット着用について指導を実施（令和５年５月末現在28

回実施）しているほか、はつらつモデル地区の取組と

して、ヘルメット着装の啓発活動を展開している。

今後は、本年11月、スタントマンによる自転車事故

を再現する自転車教室（高校生対象）の開催を予定し

ているほか、各種団体と連携してヘルメット着用促進



に向けた施策を展開していく。

⑵ 自転車ヘルメットの努力義務がスタートしたが、

その効果が上がっているのか。

【回答】

６月１日付読売新聞において、５月下旬に記者が松

江市内で調査した結果、着用率が８パーセントであっ

たとの記事が掲載されていた。

雲南署管内では、小中学生の着用率は高く、成人、

高齢者も着用する方を多く見かけるようになったと感

じている。

ただし、高校生は、ほとんどの生徒が着用していな

いので、今後、各種団体と連携して高校生に対する着

用促進の取組を検討していきたい。

２ 運転免許返納時の下位免許取得申請の啓発について

高齢者が運転免許を自主返納する際、例えば、普通

免許は返納して、小型特殊や二輪、原付免許を残す手

続（下位免許の取得申請）が制度としてあるが、高齢

者には周知されていない。

そのため、高齢者の中には、運転免許の自主返納を

しないで、故意に失効させて運転しないこととする場

合があり、全ての運転免許がなくなり生活に支障が生

じている状況を耳にする。

雲南地域は高齢化が進み、公共交通機関が乏しいた

め、移動手段や農作業のため、下位免許を残すことが

できることについて、広報啓発する必要があると思う

がどうか。

【回答】

免許証を自主返納しようとしている方は、加齢に伴う

判断力や運動能力といった身体的機能の低下により運転

に不安を感じておられる方であり、返納される意思があ

る方に対し、当署窓口において下位免許を残すことを積

極的に教示することはない。

また、更新時には、70歳以上の方は必ず高齢者講習、7

5歳以上の方は高齢者講習と認知機能検査を受けることと

なり、その際、各種検査の結果に応じて、上位免許の更

新を断念され、下位免許のみを継続する方がおられる。

そのような方に対しては、下位免許を残すための手続等



については積極的に教示することとなる。

運転免許証の自主返納制度は、加齢に伴う判断力や運

動能力といった身体的機能の低下により、運転に不安を

感じる方などが、自主的に運転免許の取消しを申請でき

るもの。また、大型免許は必要ないが、普通自動車は利

用するので普通免許だけ継続したいという場合は、運転

免許の一部を返納することもできる。

申請取消しは「免許を受けた者」本人が申請できるも

のであり

○ 申請者の返納意思による申請であること

○ 運転免許証が有効期間内であること

等が要件となっている。積極的な広報・啓発に関しての

ご意見は、雲南警察署が独自で行うものではないので、

警察本部運転免許課に、ご意見があったことを報告させ

ていただく。

そ の 他 ○ 平成記念病院先の一時停止のある交差点付近に、大きな木があり

見通しが悪いが、どこに言えばよいか。

【交通課で現地確認、対応中】

○ 以前、警察で斡旋された詐欺被害防止の電話機を使わなくなった

が、どうしたらよいか。

【生活安全課が確認、回収済み】

○ 交通事故の関係で警察から電話があったが、その電話が威圧的、

強い口調で言われた。交通事故当事者は、事故が起きた際、平常心

ではないのでもう少し優しい言葉や言い方をしてほしい。

【幹部会議、交通・地域課内朝礼において共有し、「相手の立場、

気持ちに応じた言動への配意」を指示済み】

写 真

【委嘱状交付】 【公安委員挨拶】



【会長挨拶】 【署長挨拶】

【協議状況①】 【協議状況②】

【協議状況③】


